
(57)【要約】

【課題】ＴＦＴ方式の液晶表示装置において、薄膜トラ

ンジスタの動作異常に対処する。

【解決手段】ゲート配線ＧＬ上に、データ信号配線ＤＬ

と画素電極ＰＸに接続されている通常のトランジスタＣ

ＴＦＴと、フローティング状態の予備のトランジスタＦ

ＴＦＴを形成する。通常のトランジスタＣＴＦＴに動作

異常が生じた場合は、通常のトランジスタＣＴＦＴを、

切断線ＣＬによって、データ信号配線ＤＬと画素電極Ｐ

Ｘから切り離す。予備トランジスタＦＴＦＴは、修正線

ＲＬにて、データ信号配線ＤＬと画素電極ＰＸに接続す

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 部 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 素 部 に 、 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ と 、 フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 の 予 備 ト ラ ン ジ ス タ と を 設
け た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 予 備 ト ラ ン ジ ス タ を 接 続 す る た め の 導 電 体 領 域 を 画 素 部 の 画 素 電 極 上 に 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ と 予 備 ト ラ ン ジ ス タ を ゲ ー ト 電 極 上 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 部 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 素 部 の 一 部 に は 、 フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 の 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ と 、 デ ー タ 信 号 配 線
と 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 予 備 ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 部 に 、 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ と フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 の 予 備
ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 し 、
　 前 記 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ が 動 作 異 常 の 場 合 に は 、 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ を フ ロ ー テ ィ ン グ
状 態 と し 、 予 備 ト ラ ン ジ ス タ を 修 正 線 に て デ ー タ 信 号 配 線 と 画 素 電 極 に 接 続 す る こ と を 特
徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ と 画 素 電 極 と を 切 り 離 し て 、 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ を フ ロ ー テ ィ
ン グ 状 態 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ の 動 作 異 常 に 対 処 す る も の で あ る す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と し て Ｔ Ｆ Ｔ を 用 い た Ｔ Ｆ Ｔ 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 マ ト リ ク ス 状 に
配 置 さ れ た 液 晶 画 素 に 、 走 査 信 号 に よ り 選 択 さ れ る 走 査 信 号 配 線 と 、 デ ー タ 信 号 が 印 加 さ
れ る デ ー タ 信 号 配 線 と が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 走 査 信 号 配 線 と デ ー タ 信 号 配 線 は 表 示 画 面
の 縦 方 向 と 横 方 向 に 配 線 さ れ て お り 、 こ れ ら 配 線 の 交 差 部 に は 、 １ 個 以 上 の ト ラ ン ジ ス タ
が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら ト ラ ン ジ ス タ に 動 作 異 常 が 生 じ た 場 合 、 異 常 の 内 容 と 液 晶 の 動 作 モ ー ド と の 関 係
に よ り 、 輝 点 欠 陥 又 は 黒 点 欠 陥 が 発 生 す る 。 こ れ ら 欠 陥 の 修 正 に は 様 々 な 方 法 が あ る が 、
動 作 異 常 と な っ た ト ラ ン ジ ス タ を 修 正 す る の は 困 難 で あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ に よ る 駆 動 動 作
を あ き ら め て 、 画 素 電 極 を 他 の 配 線 と シ ョ ー ト さ せ る 黒 点 化 修 正 や 他 の 画 素 電 極 と シ ョ ー
ト さ せ て ２ 画 素 で 同 じ 表 示 を し て 、 欠 陥 を 目 立 た な く す る 方 法 が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に 、 ト ラ ン ジ ス タ の 動 作 異 常 が 生 じ た 場 合 は 、 異 常 ト ラ ン ジ ス タ を 画 素 電 極 か
ら 切 り 離 す と 同 時 に 、 切 り 離 さ れ た 画 素 電 極 を 他 の 配 線 や 隣 接 す る 画 素 電 極 に 接 続 し て 、
欠 陥 を 目 立 た な く し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 １ 画 素 に ト ラ ン ジ ス タ を ２ 個 接 続 し 、 異 常 と な っ た ト ラ ン ジ ス タ
を 切 り 離 す こ と が 記 載 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 下 記 特 許 文 献 ２ に は 、 １ 画 素 に 予 備 の ト ラ ン ジ ス タ を 設 け 、 異 常 と な っ た ト ラ ン ジ ス タ
を 切 り 離 し 、 予 備 の ト ラ ン ジ ス タ を 接 続 す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ３ ４ １ ３ １ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － １ ０ ４ ３ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 動 作 異 常 に よ る 表 示 装 置 と し て の 欠 陥 を 修 正 す る た め に 、 動 作 異 常
ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ て い る 画 素 を 、 動 作 異 常 ト ラ ン ジ ス タ か ら 切 り 離 し て 、 他 の 配 線
に 接 続 し て 黒 点 化 す る 場 合 、 本 来 表 示 さ せ よ う と す る 画 面 に 関 係 な く 、 黒 点 化 さ れ た 画 素
は 黒 を 表 示 し 続 け る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 カ ラ ー 液 晶 表 示 装 置 は 、 ３ 色 以 上 の カ ラ ー フ ィ ル タ を 持 つ 各 画 素 が 同 時 に 点 灯 し て 白 色
を 表 示 す る た め 、 仮 に １ 色 の 黒 点 が 生 じ る と 白 表 示 状 態 で は 、 そ の １ 色 が 点 灯 し な い の で
、 そ の 点 灯 し な い 色 の 補 色 と し て 見 え て し ま う 。 特 に 、 画 素 サ イ ズ の 大 き い 液 晶 Ｔ Ｖ 等 の
用 途 に お い て は 黒 色 欠 陥 で あ り な が ら 、 白 表 示 に お い て 色 付 き の 点 欠 陥 と し て 見 え て し ま
う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 動 作 異 常 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ て い る 画 素 を 、 動 作 異 常 ト ラ ン ジ ス タ か ら 切 り
離 し て 、 隣 接 す る 画 素 と 接 続 す る 方 法 は 、 白 色 を 表 示 す る 場 合 に お い て は 有 効 で あ る が 、
し か し 、 例 え ば 、 単 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ を 用 い て 赤 、 緑 、 青 を 表 示 し た 場 合 、 本 来 光 ら な
く て 良 い 画 素 が 光 る 、 ま た は 、 光 る べ き 画 素 が 光 ら な い と い う 現 象 が 生 じ る た め 、 完 全 な
修 正 と は い い が た い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 １ 画 素 に ト ラ ン ジ ス タ を ２ 個 接 続 す る 方 法 は
、 走 査 信 号 配 線 と デ ー タ 信 号 配 線 と の 間 の 寄 生 容 量 が 大 き く な り 、 信 号 遅 延 の 問 題 が 発 生
す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 １ 画 素 に 予 備 の ト ラ ン ジ ス タ を 設 け る
方 法 は 、 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ で の 駆 動 と 予 備 の ト ラ ン ジ ス タ で の 駆 動 に よ る 表 示 特 性 の 差
を 小 さ く す る た め に 、 予 備 の ト ラ ン ジ ス タ に 寄 生 容 量 を 付 加 し て い る が 、 寄 生 容 量 を 付 加
す る た め の 接 続 部 を 予 め パ タ ー ニ ン グ し て お か な け れ ば な ら ず 、 寄 生 容 量 の 影 響 に よ る 信
号 遅 延 の 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 動 作 が 異 常 の 場 合 に お い て も 、 画 面 内 均 一 な 白 色 表 示
、 画 面 内 均 一 な 単 色 表 示 、 画 面 内 均 一 な 輝 度 表 示 を 実 現 す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 通 常 の 画 素 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ の 他 に 、 デ ー タ 信 号 配 線 と 画 素 電 極 に 接 続 さ
れ て い な い 予 備 ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る 。 そ し て 、 通 常 の 画 素 駆 動 用 ト ラ ン ジ ス タ の 動 作
異 常 を 発 見 し た 段 階 で 、 こ の ト ラ ン ジ ス タ を デ ー タ 信 号 配 線 と 画 素 電 極 か ら 切 り 離 し 、 予
備 の ト ラ ン ジ ス タ を デ ー タ 信 号 配 線 と 画 素 電 極 に 接 続 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 に よ る と 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 動 作 異 常 に よ る 点 欠 陥 に つ い て 、 動 作 が 異
常 な 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 切 り 離 し て 、 予 備 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 し 直 す こ と で 、 白 表
示 と 単 色 表 示 で の 黒 点 や 信 号 遅 延 に よ る 色 ず れ の な い 表 示 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 以 下 、 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 部 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 そ の 画 素 部
の 基 本 的 な 構 成 図 で あ っ て 、 同 図 （ ａ ） は 通 常 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 動 作 異 常 が な い 場 合
の 構 成 図 、 同 図 （ ｂ ） は 動 作 異 常 の ト ラ ン ジ ス タ を 切 り 離 し た 構 成 図 、 同 図 （ ｃ ） は 、 動
作 異 常 の ト ラ ン ジ ス タ を 切 り 離 し 、 予 備 の ト ラ ン ジ ス タ を 接 続 し た 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ （ ａ ） に お い て 、 デ ー タ 信 号 配 線 Ｄ Ｌ と 画 素 電 極 Ｐ Ｘ に 接 続 さ れ て い る 通 常 の ト ラ
ン ジ ス タ Ｃ Ｔ Ｆ Ｔ と 、 デ ー タ 信 号 配 線 Ｄ Ｌ と 画 素 電 極 Ｐ Ｘ に 接 続 さ れ て い な い フ ロ ー テ ィ
ン グ 状 態 の 予 備 の ト ラ ン ジ ス タ Ｆ Ｔ Ｆ Ｔ と を 、 ゲ ー ト 配 線 Ｇ Ｌ 上 に 形 成 す る 。 こ の よ う に
、 予 備 の ト ラ ン ジ ス タ Ｆ Ｔ Ｆ Ｔ は フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 で あ る た め 、 寄 生 容 量 を 発 生 す る こ
と が な く 、 通 常 の 動 作 に 影 響 を 与 え る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ Ｃ Ｔ Ｆ Ｔ と 画 素 電 極 Ｐ Ｘ と は ス ル ー ホ ー ル Ｔ Ｈ に よ り 接 続 さ
れ て い る 。 ま た 、 画 素 電 極 Ｐ Ｘ 上 に は 、 修 正 作 業 を 容 易 に す る た め に 、 導 電 体 領 域 Ｒ Ｐ を
形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ （ ｂ ） に お い て 、 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ Ｃ Ｔ Ｆ Ｔ に 動 作 異 常 が 生 じ た 場 合 は 、 例 え ば
、 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ Ｃ Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス ド レ イ ン 間 が シ ョ ー ト Ｓ Ｈ し た 場 合 は 、 動 作 異 常
の ト ラ ン ジ ス タ Ｃ Ｔ Ｆ Ｔ を 、 切 断 線 Ｃ Ｌ に よ っ て 、 デ ー タ 信 号 配 線 Ｄ Ｌ と 画 素 電 極 Ｐ Ｘ の
一 方 又 は 双 方 か ら か ら 切 り 離 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ （ ｃ ） に お い て 、 予 備 ト ラ ン ジ ス タ Ｆ Ｔ Ｆ Ｔ と デ ー タ 信 号 配 線 Ｄ Ｌ と を 接 続 す る 修
正 線 Ｒ Ｌ を 形 成 す る 。 ま た 、 予 備 ト ラ ン ジ ス タ Ｆ Ｔ Ｆ Ｔ と 画 素 電 極 Ｐ Ｘ と を 接 続 す る 修 正
線 Ｒ Ｌ を 形 成 す る 。 こ の 修 正 線 Ｒ Ｌ の 形 成 方 法 と し て は 、 局 所 的 に 導 電 体 を 形 成 で き る 方
法 で あ れ ば 何 で も よ く 、 既 存 の 技 術 、 例 え ば 、 レ ー ザ ー Ｃ Ｖ Ｄ 等 で 問 題 な く 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 レ ー ザ ー 等 を 利 用 し て 熱 溶 着 し た レ ー ザ ス ポ ッ ト Ｌ Ｓ に よ り 、 予 備 ト ラ ン ジ ス タ
Ｆ Ｔ Ｆ Ｔ を 、 デ ー タ 信 号 配 線 Ｄ Ｌ と 画 素 電 極 Ｐ Ｘ に 接 続 す る 。 こ の よ う に 、 予 備 ト ラ ン ジ
ス タ を 接 続 し た 状 態 で は 、 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ は 切 り 離 さ れ て フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 で あ る
か ら 、 寄 生 容 量 を 発 生 す る こ と が な い 。 し た が っ て 、 予 備 ト ラ ン ジ ス タ は 、 通 常 動 作 と 同
様 に 画 素 部 を 遅 延 な く 駆 動 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に お け る 画 素 部 の 構 成 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
Ｄ Ｌ … デ ー タ 信 号 配 線 、 Ｐ Ｘ … 画 素 電 極 、 Ｃ Ｔ Ｆ Ｔ … 通 常 の ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｆ Ｔ Ｆ Ｔ … 予
備 の ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｇ Ｌ … ゲ ー ト 配 線 、 Ｔ Ｈ … ス ル ー ホ ー ル 、 Ｒ Ｐ … 導 電 体 領 域 、 Ｃ Ｌ …
切 断 線 、 Ｒ Ｌ … 修 正 線 、 Ｌ Ｓ … レ ー ザ ス ポ ッ ト 。
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